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【人材の育成と市場アプローチへの考査】
日本は従来からものづくりを基本に産業を発展させて

きました。これからもその基本方針は変わらないと言わ
れていますが、最近の実装現場においては他の製造現
場同様に派遣社員や請負による運営が多くなっていま
す。製品は高密度で少量多品種及び使用される部品は
益々微細化・複合化されています。また土台となるプリ
ント基板は日本メーカー品といえども海外製造が普通に
なっている状態のところに、鉛フリーはんだやハロゲン
フリーフラックスというはんだ付け上、濡れ広がりの悪
いフラックスの使用を要求されています。

結果として市場不良が多くなりメーカーの出荷後のコ
スト負担も増大しつつあります。

海外展開した大手の工場も全てを自社製造するわけ
ではなく部品や低価格品等はさらにローカル工場に依頼
することになります。設計は日進月歩で変化するのに現
場は流通環境や納期面から十分品質管理することが出
来ない状況で、勢いローカル任せの出荷になっています。

特に製造現場のマニュアル化はかなり進んでいます
が、行き過ぎたマニュアル化はトラブルが起きないとい
う前提の上に成り立っていますので、一旦市場トラブル
が発生すると対応できないのが現状です。

これは実装現場のみならず原発事故や九州で起こった
洪水、また近年大手の化学工場やプラント工場等、より
複雑なシステムでも発生している事故・災害を見ても推
測される事象です。長らく安定した物作り現場に寄与し
てきたマニュアルが形骸化し、マニュアルから外れた事
象に対応する力が欠如しています。俗に言われる【聞い
ていません、云われていません、教えてもらっていませ
ん】が、社会全体に広がっています。

マニュアル化はその内容が細分化されればされるほど
特異事項に際しては役立たないどころか事故被害を拡大
させることに繋がります。マニュアル化が現場から想像
性を阻害させます。

海外（日系を含む）では製品の品質をランク分けしてA
クラスは日・米、Bランクは欧、Cランクはローカル（そ
の他の国）向けに出荷していることがあります。コストの
みで海外へ生産を委託したり、組み込み製品を調達して
いると日本製品と云えども市場クレームから逃れること
は出来ません。

良品のあるべき姿を知らずして数値のみで現場を管
理するのでは海外工場と何ら変わらない品質レベルのも
のづくりになり、特に高価な装置を使用している場合で

も不具合発生時は直ぐにメーカーを呼び直させますが、
使用する装置を自分たちで操作して使いこなすことがで
きなくなっています。

現場指導でも普段と異なる操作をお願いしても経験
が無く、装置の導入時のまま使用している現場が殆どで
した。高度な技術も現場が使いこなせなければ、海外
工場と差は無く人件費の差が残るのみです。

最近は海外メーカー（HP、レノボ等）やLED照明関連
でも国内向けは日本で製造する傾向が出来てきました。
これは個別の製造原価よりトータルの経営利益（検査・梱
包・輸送・在庫等のコスト）を考慮した場合、日本での生
産にメリットを見出しているからです。

但し、これらは工場の製造技術・技能が優れているこ
とが前提条件になっています。

大手メーカーは海外展開とリストラで現場の力が落ち
ています。対して中小の工場では人の移動は少なく比
較的安定していますので製造技能の伝承がまだ可能な
状態です。

写真は海外工場製品ですが自動外観検査機では合格
品と判定され出荷されていますが、観察ポイントを変え
るとボイドが多く簡単に剥がれて市場クレームに繋がっ
ています。

外観観察では良品判定される

フラックス残渣とフィレット形状不良 剥がすとボイドが多い

多くの日系企業では新製品の立ち上げや設計変更及
び不良対策で、品管や生産技術系の社員が絶えず出張し
ています。これらのコストは製品原価には含まれてはい
ないと思われますが、特に量産現場が日本にないメーカー
では製造環境が日本とは違いますので出張した技術者が
単独で十分な対応が出来ていないことが多く見られます。

中小企業の実装現場＊における現状と問題点
京都府中小企業特別技術指導員の河合一男氏（実装技術アドバイザー）に上記テーマで寄稿い

ただきました。

（＊電子機器生産現場）
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最近の日本の工場では無駄な在庫を持たないというこ
とで実験したくともその為のプリント基板や部品が有り
ません。それが無ければ改善提案も出来かねます。現
場のコスト・品質は知恵でクリアーしなければなりません
が、少ないコストと短い期間でその人材を育成するシス
テム作りが急務です。無駄な在庫を減らすということを
過度に行えば短期の利益追求には合いますが、その分、
現場の余裕を削り創意工夫が失われ、ものづくりの楽し
さがなく人材は育ちません。

現場を消耗させるものづくりでは結果として海外メー
カーとの競争には人件費の削減で対応することになります。

またせっかく良い技術を持っていても外部へ知らしめ
なければ意味のないことです。特に日本の中小企業は
作ることに専念していますが、技術的要素以外も含めて
の売り込みにも力を入れるべきです。売れない技術は
持っていても意味が無く自己満足に終わります。問題は
いかにして自社を売り込むかが今の中小企業の課題です。

７月下旬に韓国の大手技術センターとサムスン、
LG、ハイニックスの協力工場で簡単なセミナーを行い
ました。最近は中国生産のメリットが少なくなり中国から
国内に工場が戻りつつあるということです。韓国政府の
方針もありますが日本企業より人件費や税・金融政策の
影響が強く影響しますので今後しばらくこの動きは収ま
らないようです。

韓国大手企業には多くの日本人技術者（顧問等）が関
与していますが、主に技術面（管理技術や理論面）で現
場の技能面には未だ及んでいません。上記の大手及び
その協力会社の実装現場ではメーカー推奨規格をその
まま取り入れていました。現場を支える技術・技能が不
足していますので日本の現場から見ると不良率の改善に
取り組んでいるとは思われないレベルでした。メモリー
基板では50ppmの不良率とのことでしたがプリント基
板観察から日本的基準と比較して見ると、とてもその程
度で収まっているとは思われません。

定年退職やリストラで職を失った人材が、海外では
現場を管理・改善する重要な戦力として迎えられてい
ます。当然この過程で個人が持っていた重要なノウ
ハウが海外工場へ移転されることになります。

表面的な技術のものまねでは品質が確保できな
かった海外の工場が力を付けて来たのは、日本で不
要となったはずの人材です。逆に日本では経験者が
不足して、現物や現場を理解・想像出来ない人材で
構成されつつあります。

日本の中小企業は生き残るために規格に基づきながら
更にコスト・品質の改善を求めているところが見られます
が、韓国ではその部分を支える中小企業の力が未知数です。

帰国前に京都府内中小企業との交流に関する相談を
受けましたが韓国においては基礎技術を支える中小企業
が成長していないように思われました。大手企業同様決
められた規格通りの作業は出来ますが何故そうするのか
は理解していません。公式は丸暗記するがその原理を
理解していない為に応用が利かない。これは不良が発生
した場合に対処出来ないことを意味し、またモデルが無
ければ新しいものづくりは出来ないことを意味します。

公表はされていませんが携帯電話等の高密度の実装
製品ではかなり不良品も出ているようです。自国で高度
な計測機器を開発出来ない国は他国の技術の上にもの
づくりをすることになります。発展途上の市場では技術
的に良い物が売れるわけではありません。しかし、重要
部品に関してはその限りではありません。現に中国でも
ローカルや韓国の重要基板や高密度実装を要求される
プリント基板は日系の部品メーカーが請け負っています。

日本の中小企業の課題は、現段階でまだ優位にある
技能や技術を次の世代へ継承することと、それを国内外
へアピールすることです。

これは実装関連のみならず多くの分野に当てはまること
と思います。韓国は国内市場が小さい為に最初から海外
を念頭においています。ドイツの中小企業もまた最初か
ら欧米を市場と認識して展開しています。それに比べ日
本の中小企業の海外への認識は未だ十分とは言えません。
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はんだメーカ退社後独立し'95年に「実装技
研」を立ち上げる
'97年頃より、京都実装技術研究会を指導
'98年から（公財）京都産業21登録専門家 現
在に至る
2011年から京都府中小企業特別技術指導員

・書籍、技術冊子、写真冊子など著書多数
・セミナーなど講演多数
・ 世界の製造現場での技術改善・指導、従業
員教育、治工具類の開発など多数
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